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論
説
不
法
領
得
の
意
思
と
毀
棄
・
隠
匿
の
意
思
林
美
月
子
は
じ
め
に
一
領
得
目
的
と
毀
棄
目
的
二
領
得
犯
罪
の
利
得
犯
罪
化
へ
の
懸
念
三
毀
棄
・
隠
匿
と
物
自
体
の
価
値
の
領
得
四
自
己
の
物
に
す
る
意
思
と
領
得
意
思
五
詐
欺
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
結
語
は
じ
め
に
最
近
、
最
高
裁
判
所
は
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
興
味
深
い
判
断
を
示
し
た
。
事
案
は
、
被
告
人
は
支
払
い
督
促
制
度
を
悪
用
し
て
叔
父
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
、
強
制
執
行
し
て
金
員
を
得
よ
う
と
考
え
て
、
叔
父
に
対
し
て
六
〇
〇
〇
万
円
余
の
立
替
債
権
を
有
す
る
と
の
虚
偽
の
支
払
い
督
促
を
申
し
立
て
、
裁
判
所
か
ら
叔
父
宛
に
送
ら
れ
て
き
た
支
払
督
促
正
本
及
び
仮
執
行
宣
言
付
支
払
督
促
正
1
本
を
、
共
犯
者
が
叔
父
に
成
り
す
ま
し
て
郵
便
配
達
員
か
ら
受
け
取
り
、
被
告
人
は
こ
れ
を
破
棄
し
て
、
叔
父
に
督
促
異
議
申
し
立
て
の
機
会
を
与
え
ず
に
支
払
い
督
促
の
効
力
を
発
生
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
一
審
は
、
約
束
手
形
や
借
用
証
書
等
の
あ
る
種
の
財
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
不
存
在
な
い
し
は
利
用
を
妨
げ
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
特
定
の
者
の
経
済
的
利
益
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
特
定
の
者
が
廃
棄
す
る
つ
も
り
で
そ
の
財
物
を
騙
取
し
た
と
し
て
も
不
法
領
得
の
意
思
が
あ
る
と
1
）
し
た
。
二
審
も
、
本
件
で
は
、
権
利
義
務
に
関
す
る
法
律
文
書
で
あ
る
支
払
督
促
正
本
の
法
的
、
経
済
的
効
用
を
発
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
し
て
不
法
領
得
の
意
思
を
認
2
）
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
は
「
郵
便
配
達
員
を
欺
い
て
交
付
を
受
け
た
支
払
督
促
正
本
等
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
す
る
だ
け
で
外
に
何
ら
か
の
用
途
に
利
用
、
処
分
す
る
意
思
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
支
払
督
促
正
本
等
に
対
す
る
不
法
領
得
の
意
思
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
郵
便
配
達
員
か
ら
の
受
領
行
為
を
財
産
的
利
益
を
得
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
行
っ
た
と
き
で
あ
っ
て
も
異
な
ら
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
詐
欺
罪
の
成
立
を
否
定
3
）
し
た
。
判
例
は
窃
盗
罪
の
成
立
に
は
不
法
領
得
の
意
思
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
内
容
を
、
権
利
者
を
排
除
し
て
他
人
の
物
を
自
己
の
所
有
物
と
し
て
そ
の
経
済
的
用
法
に
従
い
こ
れ
を
利
用
も
し
く
は
処
分
す
る
意
思
と
定
義
し
て
4
）
い
る
。
不
法
領
得
の
意
思
の
機
能
は
一
時
使
用
及
び
毀
棄
・
隠
匿
を
窃
盗
罪
の
範
囲
か
ら
排
除
し
、
前
者
は
不
可
罰
と
し
、
後
者
は
器
物
損
壊
罪
と
し
て
軽
い
処
罰
で
処
理
す
る
こ
と
に
あ
る
。
判
例
の
定
義
の
中
で
権
利
者
排
除
が
前
者
の
機
能
を
、
経
済
的
用
法
に
よ
る
利
用
処
分
の
意
思
が
後
者
の
機
能
を
営
ん
で
い
る
。
本
件
で
は
、
後
者
の
機
能
の
限
界
が
問
わ
れ
て
5
）
い
る
。
本
稿
は
こ
の
利
用
処
分
の
意
思
の
限
界
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
1
）
神
戸
地
判
平
成
一
五
年
八
月
一
九
日
刑
集
五
八
巻
八
号
一
〇
二
九
頁
。
2
）
大
阪
高
判
平
成
一
六
年
三
月
五
日
刑
集
五
八
巻
八
号
一
〇
四
〇
頁
。
3
）
最
決
平
成
一
六
年
一
一
月
三
〇
日
刑
集
五
八
巻
八
号
一
〇
〇
五
頁
。
2
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4
）
大
判
大
正
四
年
五
月
二
一
日
刑
録
二
一
輯
六
六
三
頁
。
5
）
毀
棄
・
隠
匿
意
思
は
不
法
領
得
の
意
思
で
は
な
い
と
す
る
判
例
と
し
て
、
大
判
大
正
四
年
五
月
二
一
日
刑
録
二
一
輯
六
六
三
頁
、
大
判
昭
和
九
年
一
二
月
二
二
日
刑
集
一
三
巻
一
七
八
九
頁
等
。
学
説
で
は
、
毀
棄
・
隠
匿
意
思
も
不
法
領
得
の
意
思
に
含
ま
れ
る
と
す
る
少
数
説
も
あ
る
。
団
藤
重
光
・
刑
法
綱
要
各
論
（
第
三
版
・
一
九
九
〇
年
）
五
六
三
頁
。
判
例
は
横
領
罪
で
は
毀
棄
・
隠
匿
の
意
思
も
不
法
領
得
の
意
思
で
あ
る
と
す
る
。
大
判
大
正
二
年
一
二
月
一
六
日
刑
録
一
九
輯
一
四
四
〇
頁
。
本
件
に
つ
い
て
の
評
釈
と
し
て
、
山
口
厚
「
不
法
領
得
の
意
思
」
法
学
教
室
二
九
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
三
頁
以
下
、
林
幹
人
「
詐
欺
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
」
判
例
時
報
一
九
〇
八
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
〇
頁
、
松
宮
孝
明
「
詐
欺
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
〇
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
二
一
頁
、
木
村
光
江
「
詐
欺
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
七
六
頁
、
島
岡
ま
な
「
他
人
宛
の
送
達
書
類
を
廃
棄
す
る
だ
け
の
意
図
で
他
人
を
装
っ
て
受
領
す
る
行
為
に
つ
い
て
詐
欺
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例
」
法
学
教
室
三
〇
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
〇
五
・
三
六
頁
、
井
上
弘
通
「
⑴
郵
便
送
達
報
告
書
の
受
領
者
の
押
印
又
は
署
名
欄
に
他
人
の
氏
名
を
冒
書
す
る
行
為
と
有
印
私
文
書
偽
造
罪
の
成
否
、
⑵
他
人
あ
て
の
送
達
書
類
を
廃
棄
す
る
だ
け
の
意
図
で
他
人
を
装
っ
て
受
領
す
る
行
為
に
つ
い
て
詐
欺
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例
」
法
曹
時
報
五
九
巻
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
二
九
頁
、
井
上
弘
通
「
⑴
郵
便
送
達
報
告
書
の
受
領
者
の
押
印
又
は
署
名
欄
に
他
人
の
氏
名
を
冒
書
す
る
行
為
と
有
印
私
文
書
偽
造
罪
の
成
否
、
⑵
他
人
あ
て
の
送
達
書
類
を
廃
棄
す
る
だ
け
の
意
図
で
他
人
を
装
っ
て
受
領
す
る
行
為
に
つ
い
て
詐
欺
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
〇
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
六
九
頁
、
青
木
陽
介
「
詐
欺
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
」
立
教
大
学
大
学
院
法
学
研
究
三
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
八
一
頁
、
拙
稿
「
財
産
的
利
益
を
得
る
目
的
で
財
物
を
廃
棄
す
る
意
図
と
不
法
領
得
の
意
思
」
平
成
一
六
年
度
重
要
判
例
解
説
（
二
〇
〇
五
年
）
一
六
一
頁
等
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
一
審
、
第
二
審
判
決
に
つ
い
て
、
酒
田
啓
一
「
支
払
督
促
正
本
に
対
す
る
財
物
詐
欺
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
研
修
六
七
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
五
頁
以
下
、
松
宮
孝
明
「
詐
欺
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
」
立
命
館
法
学
二
九
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
三
〇
四
頁
以
下
等
。
不
法
領
得
の
意
思
一
般
に
つ
い
て
、
斉
藤
豊
治
「
近
年
の
不
法
領
得
の
意
思
論
」
刑
事
法
学
の
現
実
と
展
開
（
渥
美
東
洋
他
編
・
二
〇
〇
三
年
）
一
八
頁
以
下
、
拙
稿
「
窃
盗
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
意
思
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
警
察
研
究
五
三
巻
二
号
（
一
九
八
二
年
）
四
三
頁
以
下
、
四
号
六
七
頁
以
下
、
六
号
四
三
頁
以
下
、
七
号
二
五
頁
以
下
等
参
照
。
一
領
得
目
的
と
毀
棄
目
的
歴
史
的
に
は
、
窃
盗
罪
の
不
法
領
得
の
意
思
は
、
二
つ
の
考
え
方
の
妥
協
の
産
物
と
も
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
法
の
窃
盗
の
要
件
と
考
え
ら
れ
て
い
たa
n
im
u
s lu
cri fa
cien
d
i
6
）
等
は
、
利
得
動
機
（G
ew
in
n
su
ch
t
）
あ
る
い
は
利
得
目
的
と
捉
え
ら
れ
て
7
）
い
た
。
そ
の
後
、
自
然
法
の
影
響
に
よ
っ
て
、
犯
罪
を
権
利
侵
害
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
窃
盗
罪
も
所
有
権
を
侵
害
す
る
犯
罪
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
啓
蒙
期
の
合
理
思
想
に
よ
っ
て
、
行
為
者
の
意
思
傾
向
よ
り
も
他
人
の
権
利
の
侵
害
、
所
有
3
不法領得の意思と毀棄・隠匿の意思（林美月子)
権
侵
害
が
重
要
で
あ
り
、
窃
盗
罪
で
は
こ
の
所
有
権
侵
害
が
行
為
者
が
他
人
の
物
を
自
分
の
物
に
す
る
領
得
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
一
八
一
三
年
刑
法
典
二
〇
九
条
は
動
産
を
自
分
の
物
と
す
る
目
的
、
つ
ま
り
領
得
目
的
を
要
求
し
、
窃
盗
罪
を
所
有
権
犯
罪
と
し
て
把
握
す
る
近
代
的
な
法
体
系
へ
の
第
一
歩
を
し
る
し
た
。
こ
う
し
て
、
ロ
ー
マ
法
以
来
の
利
得
動
機
、
利
得
目
的
と
、
所
有
権
犯
罪
と
し
て
の
領
得
を
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
八
五
一
年
刑
法
典
へ
の
立
法
過
程
で
は
、
利
得
目
的
、
利
得
動
機
を
法
文
に
明
示
す
る
か
が
議
論
さ
れ
た
が
、
利
得
動
機
を
法
文
に
規
定
す
る
と
、
領
得
目
的
と
こ
れ
を
超
え
る
利
得
動
機
と
の
区
別
は
困
難
と
な
り
、
す
べ
て
の
奪
取
（E
n
tw
en
d
u
n
g
）
は
利
得
目
的
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
刑
法
で
は
好
ま
し
く
な
い
推
定
規
定
が
必
要
に
な
る
等
の
理
由
で
、
結
局
、
領
得
目
的
を
規
定
8
）
し
た
。
こ
の
よ
う
な
領
得
目
的
と
毀
棄
目
的
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
領
得
は
所
有
者
権
限
の
取
得
あ
る
い
は
そ
の
実
行
で
あ
る
。
そ
し
て
、
所
有
者
は
自
由
に
自
己
の
物
を
毀
棄
で
き
る
の
で
、
所
有
者
権
限
の
実
行
と
し
て
、
毀
棄
目
的
も
領
得
目
的
に
含
ま
れ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
五
一
年
プ
ロ
イ
セ
ン
刑
法
典
の
立
法
過
程
で
も
、
毀
棄
目
的
は
領
得
目
的
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
9
）
い
た
。
一
八
七
一
年
ド
イ
ツ
刑
法
典
の
時
代
に
入
っ
て
も
、
は
じ
め
は
、
領
得
目
的
と
毀
棄
目
的
はa
n
im
u
s lu
cri
 
fa
cien
d
i
と
い
う
利
得
動
機
を
再
び
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
10
）
い
た
。
例
え
ば
、
ヘ
ル
シ
ュ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
領
得
目
的
に
と
っ
て
は
行
為
者
が
物
を
保
持
す
る
か
直
ち
に
破
壊
す
る
か
は
重
要
で
は
な
い
。
し
か
し
、
奪
取
な
し
に
物
を
破
壊
す
る
者
が
器
物
損
壊
で
、
直
ち
に
壊
す
た
め
に
物
を
奪
取
す
る
者
が
窃
盗
と
い
う
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
後
者
に
も
前
者
と
同
様
に
利
得
（B
erei-
ch
eru
n
g
）
の
目
的
は
な
い
か
ら
で
11
）
あ
る
。
窃
盗
罪
を
所
有
権
犯
罪
と
捉
え
る
立
場
を
一
貫
さ
せ
、
領
得
目
的
が
利
得
目
的
と
混
同
す
る
こ
と
嫌
っ
て
、
領
得
の
客
体
は
物
自
体
で
あ
る
と
し
た
物
体
説
に
お
い
て
も
、
毀
棄
目
的
は
領
得
目
的
で
は
な
か
っ
た
。
物
体
説
の
強
力
な
主
張
者
で
あ
る
ビ
ン
デ
ィ
12
）
ン
グ
、
ヴ
ェ
ル
ツ
13
）
ェ
ル
も
、
破
壊
は
許
さ
れ
た
所
有
権
行
使
で
は
な
く
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
所
有
権
毀
滅
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
領
得
を
否
定
し
て
い
た
の
で
14
）
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
そ
の
物
の
本
来
の
用
法
が
費
消
に
あ
る
と
き
は
、
例
え
ば
、
石
炭
、
食
料
、
ガ
ソ
リ
ン
4
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等
の
費
消
は
、
所
有
権
の
内
容
の
実
現
で
あ
る
と
し
て
、
領
得
が
肯
定
さ
15
）
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
窃
盗
罪
が
所
有
権
犯
罪
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
毀
棄
目
的
は
相
変
わ
ら
ず
利
得
目
的
に
欠
け
る
と
し
て
領
得
目
的
を
否
定
す
る
考
え
方
と
、
毀
棄
目
的
は
所
有
権
内
容
の
実
現
で
は
な
い
と
し
て
領
得
目
的
を
否
定
す
る
考
え
方
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
6
）
船
田
亨
二
・
ロ
ー
マ
法
大
全
第
三
巻
（
改
版
・
一
九
七
〇
年
）
四
〇
二
頁
。
7
）
M
a
iw
a
ld
,
D
er Z
u
eig
n
u
n
g
sb
eg
riff im
 
S
y
stem
 
d
er E
ig
en
tu
m
d
elik
te,
1970,
S
. 24
f.;
W
a
lla
u
,
S
a
ch
b
esch
a
ed
ig
u
n
g a
ls Z
u
eig
n
u
n
g
?
JA
2000,
S
. 248.
8
）
W
a
lla
u
,
a
.a
.O
.,
S
. 251
A
n
m
24
;
G
o
ltd
a
m
m
er,
D
ie M
a
teria
lien zu
m
 
S
tra
fg
esetzb
u
ch fu
er d
ie P
reu
ssisch
en S
ta
a
ten
,
T
h
eil
Ⅱ
,
1852,
S
.
461.
9
）
G
o
ltd
a
m
m
er,
a
.a
.O
.,
S
. 466.
10
）
W
a
lla
u
,
a
.a
.O
.,
S
. 251.
11
）
H
a
elsch
n
er,
D
a
s g
em
ein
e d
eu
tsch
e S
tra
frech
t,
2.
B
d
1.
A
b
teilu
n
g
,
1881,
S
. 299.
12
）
B
in
d
in
g
,
L
eh
rb
u
ch d
es G
em
ein
en D
eu
tsch
en S
tra
frech
ts B
T
 
I.
B
d
,
2.
A
u
fl.,
1902,
S
. 268.
13
）
W
elzel,
D
a
s D
eu
tsch
e S
tra
frech
t,
11
A
u
fl.,
1969,
S
. 341.
14
）
但
し
、
シ
ャ
ッ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
損
壊
も
領
得
と
し
て
い
た
。S
ch
a
ffstein
,
D
er B
eg
riff d
er Z
u
eig
n
u
n
g b
ei D
ieb
sta
h
l u
n
d U
n
tersch
la
g
u
n
g
,
G
S
103
(1933),
S
. 313.
V
g
l.,
S
ch
a
ffstein
,
Z
u
r A
b
g
ren
zu
n
g v
o
n D
ieb
sta
h
l u
n
d G
eb
ra
u
sa
n
m
a
ssu
n
g
,
in
sb
eso
n
d
ere b
eim
 
K
ra
ftfa
h
rzeu
g
d
ieb
sta
h
l,
G
A
1964,
S
. 97
ff.,
S
. 106.
15
）
U
lsen
h
eim
er,
D
er Z
u
eig
n
u
n
g
sb
eg
riff im
 
S
tra
frech
t,
Ju
ra
1979,
S
. 173.
二
領
得
犯
罪
の
利
得
犯
罪
化
へ
の
懸
念
そ
の
後
、
利
得
目
的
は
価
値
説
を
通
し
て
領
得
目
的
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
物
体
自
体
を
領
得
の
客
体
と
す
る
と
、
物
体
自
体
は
返
還
さ
れ
る
が
、
所
有
者
に
と
っ
て
は
物
体
自
体
の
価
値
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
場
合
を
領
得
と
で
き
な
5
不法領得の意思と毀棄・隠匿の意思（林美月子)
い
。
そ
こ
で
、
価
値
説
が
台
頭
16
）
し
た
。
ド
イ
ツ
の
判
例
も
、
預
金
通
帳
事
件
で
不
法
領
得
の
意
思
を
肯
定
17
）
し
た
。
通
帳
を
盗
ん
で
預
金
を
引
き
出
し
て
通
帳
は
所
有
者
に
返
還
す
る
場
合
に
預
金
通
帳
の
領
得
を
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、
預
金
通
帳
の
価
値
は
請
求
権
に
あ
る
が
、
預
金
通
帳
は
単
に
証
明
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
請
求
権
は
本
質
的
に
も
通
帳
の
占
有
と
そ
の
内
容
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
預
金
通
帳
は
そ
の
物
自
体
と
し
て
、
そ
の
内
容
に
従
っ
た
実
体
的
価
値
を
有
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
物
体
が
価
値
の
象
徴
で
あ
る
よ
う
な
預
金
通
帳
や
商
品
券
に
つ
い
て
は
価
値
の
領
得
は
一
般
に
認
め
ら
18
）
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
、
厳
格
な
物
体
説
か
ら
は
領
得
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
19
）
な
る
。
ビ
ー
ル
券
事
件
で
は
、
ビ
ー
ル
の
売
り
子
が
主
人
か
ら
ビ
ー
ル
券
を
受
け
取
り
、
そ
の
ビ
ー
ル
券
に
よ
っ
て
客
に
ビ
ー
ル
を
売
り
、
使
わ
れ
た
ビ
ー
ル
券
の
枚
数
に
応
じ
て
支
払
を
う
け
て
い
た
が
、
主
人
か
ら
ビ
ー
ル
券
を
盗
ん
だ
。
判
決
は
、
ビ
ー
ル
券
は
主
人
に
戻
さ
れ
る
と
し
て
も
、
物
の
価
値
が
自
分
の
財
産
に
入
れ
ら
れ
る
と
し
て
領
得
を
肯
定
20
）
し
た
。
し
か
し
、
ビ
ー
ル
券
自
体
の
利
用
可
能
性
は
そ
の
ま
ま
返
還
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
財
産
的
損
害
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
も
考
え
ら
21
）
れ
る
。
穀
物
事
例
で
は
、
所
有
者
に
売
却
す
る
目
的
で
倉
庫
か
ら
穀
物
を
盗
む
場
合
に
領
得
が
認
め
ら
22
）
れ
た
。
こ
の
事
例
で
は
交
換
価
値
、
販
売
価
値
が
穀
物
自
体
の
特
別
な
価
値
と
い
え
る
か
が
問
題
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
肯
定
す
る
も
の
が
23
）
多
い
。
交
換
価
値
や
販
売
価
値
は
ま
さ
に
そ
の
物
を
規
定
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
交
換
価
値
に
ま
で
物
自
体
の
価
値
を
拡
げ
る
こ
と
は
領
得
犯
罪
を
利
得
犯
罪
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
強
い
批
判
が
あ
る
。
販
売
価
値
を
行
為
者
が
得
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
物
は
利
益
を
得
る
た
め
の
単
な
る
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
所
有
者
は
と
ら
れ
た
物
を
買
い
戻
し
て
穴
埋
め
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
穴
は
財
産
上
の
損
害
に
過
ぎ
ず
、
所
有
権
侵
害
で
は
24
）
な
い
。
行
為
者
が
利
益
を
得
た
か
ど
う
か
で
領
得
か
否
か
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
の
で
25
）
あ
る
。
最
近
で
は
、
コ
ー
ラ
の
空
き
瓶
を
瓶
の
保
証
金
を
得
る
目
的
で
盗
ん
だ
場
合
に
領
得
を
否
定
す
る
26
）
判
例
が
だ
さ
れ
、
以
前
に
類
似
の
事
例
で
領
得
を
肯
定
し
た
27
）
判
例
と
の
関
係
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
瓶
が
一
般
瓶
と
し
て
買
い
手
に
所
有
権
が
移
る
の
か
、
特
殊
瓶
で
瓶
6
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の
所
有
権
は
飲
料
物
の
製
造
者
に
あ
る
の
か
が
問
題
と
さ
れ
て
28
）
い
る
。
瓶
が
結
局
所
有
者
で
あ
る
製
造
者
に
返
還
さ
れ
る
場
合
に
は
物
体
自
体
は
領
得
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
瓶
の
保
証
金
は
瓶
の
価
格
に
比
べ
て
僅
か
で
あ
る
の
で
、
瓶
そ
れ
自
体
の
価
値
が
領
得
さ
れ
た
と
も
い
え
29
）
な
い
。
こ
こ
で
は
、
瓶
の
保
証
金
と
い
う
経
済
的
価
値
は
瓶
自
体
か
ら
生
じ
る
価
値
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。以
上
の
よ
う
に
、
価
値
説
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
が
あ
る
と
し
て
も
、
価
値
の
内
容
を
拡
大
す
る
こ
と
に
は
懸
念
が
も
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
窃
盗
罪
は
な
ん
ら
利
得
犯
罪
で
は
な
い
。
所
有
権
犯
罪
を
可
罰
性
を
拡
張
す
る
利
得
犯
罪
に
し
な
い
た
め
に
は
、
所
有
権
犯
罪
の
本
質
的
な
保
護
客
体
を
厳
格
に
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
学
説
は
、
領
得
の
客
体
を
物
体
自
体
か
ら
生
じ
る
価
値
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
。
例
え
ば
、
物
の
態
様
・
機
能
か
ら
規
定
さ
れ
た
30
）
価
値
、
物
に
客
観
的
に
内
在
す
る
機
能
可
31
）
能
性
、
直
接
に
物
自
体
に
化
体
し
て
い
る
32
）
価
値
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
イ
ヴ
ァ
ル
33
）
ト
は
、
物
自
体
が
提
供
す
る
可
能
性
、
つ
ま
り
、
切
る
こ
と
と
ナ
イ
フ
、
座
る
こ
と
と
椅
子
の
よ
う
な
関
係
に
限
り
、
鍵
と
鍵
を
か
け
ら
れ
た
タ
ン
ス
の
中
の
物
の
関
係
の
よ
う
な
場
合
を
除
く
。
ミ
ッ
チ
ュ
は
物
の
特
別
の
価
値
と
は
そ
れ
が
欠
け
る
と
、
別
の
性
質
の
も
の
、
例
え
ば
空
容
器
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
を
い
う
と
34
）
す
る
。
結
局
、
ボ
ッ
ケ
ル
マ
ン
の
言
う
よ
35
）
う
に
、
利
得
目
的
に
は
行
為
者
が
よ
り
裕
福
に
な
ろ
う
と
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
が
、
領
得
目
的
で
は
ま
さ
に
そ
の
物
自
体
の
価
値
を
得
よ
う
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
所
有
権
は
包
括
的
な
も
の
で
あ
り
、
所
有
権
侵
害
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
う
る
が
、
刑
法
は
一
定
の
行
為
に
よ
る
所
有
権
侵
害
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
に
分
け
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
所
有
権
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
で
、
そ
れ
ぞ
れ
断
片
的
に
保
護
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
窃
盗
罪
の
領
得
目
的
を
利
得
に
拡
大
し
て
包
括
的
な
所
有
権
保
護
を
す
る
こ
と
は
で
き
36
）
な
い
。
16
）
F
ra
n
k
,
R
ech
tssp
ru
ch
n
g d
er R
eich
sg
erich
ts,
Z
S
tW
 
B
d
. 14
(1894),S
. 388
ff.;d
ers,D
a
s S
tra
fg
esetzb
u
ch fu
er d
a
s D
eu
tch
es R
eich
, 18.A
u
fl.,
1931,
S
. 517.
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17
）
R
G
S
t.
26,
151
;
R
G
S
t.
61,
127.
た
だ
し
、
後
者
は
銀
行
員
が
客
か
ら
利
子
を
記
入
す
る
た
め
に
渡
さ
れ
た
通
帳
か
ら
預
金
を
引
き
出
し
て
返
還
し
た
場
合
に
関
す
る
も
の
で
、
通
帳
は
詐
欺
の
手
段
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
通
帳
自
体
を
得
る
目
的
は
な
か
っ
た
と
し
て
領
得
は
認
め
な
か
っ
た
。
18
）
G
ru
n
w
a
ld
,
D
ie R
u
ck
v
era
eu
sseru
n
g a
n d
en E
ig
en
tu
em
er a
ls Z
u
eig
n
u
n
g
sp
ro
b
lem
,
G
A
2005,
S
. 527.
19
）
M
a
iw
a
ld
,
a
.a
.O
.,S
. 166.
物
体
説
を
と
る
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
は
通
帳
は
証
拠
書
類
で
あ
る
が
、
無
記
名
証
券
に
非
常
に
近
い
も
の
で
、
通
帳
の
占
有
は
権
利
の
実
行
の
可
能
性
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
し
て
、
通
帳
事
例
で
窃
盗
罪
の
成
立
を
肯
定
す
る
。W
elzel,
a
.a
.O
.,
S
. 134
f.
20
）
R
G
S
t.
40,
10.
21
）
G
ru
n
w
a
ld
,
a
.a
.O
.,
S
. 532
は
、
詐
欺
罪
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
同
様
に
、S
eelm
a
n
n
,
G
ru
n
d
fa
elle zu d
en E
ig
en
tu
m
sd
elik
ten
,
Ju
s
1985,
S
. 288
ff.,
S
. 290.
22
）
R
G
S
t.
57,
199.
23
）
物
体
説
を
基
本
と
し
て
、
所
有
者
同
様
の
支
配
の
客
体
と
し
て
価
値
を
考
え
る
修
正
物
体
説
か
ら
も
こ
の
場
合
に
領
得
を
肯
定
す
る
見
解
が
多
い
。
例
え
ば
、
T
en
ck
h
o
ff,
D
er Z
u
eig
n
u
n
g
sb
eg
riff b
ei D
ieb
sta
h
l u
n
d
 
U
n
tersch
la
g
u
n
g
,
Ju
s
1980,
S
. 724
;
G
rib
b
o
h
m
,
V
erw
en
d
u
n
g
 
frem
d
er S
a
ch
en
 
zu
m
 
Z
w
eck d
er T
a
eu
sch
u
n
g d
es E
ig
em
tu
em
ers,
N
JW
1966,
S
. 191
f.
24
）
G
ru
n
w
a
ld
,
a
.a
.O
.,
S
. 526.
同
様
に
、S
eelm
a
n
n
,
a
.a
.O
.,
S
. 290.
25
）
G
ru
n
w
a
ld
,
a
.a
.O
.,
S
. 531.
26
）
A
G
 
F
len
sb
u
rg N
S
tZ
2006,
101.
27
）
B
a
y O
L
G
S
t.
(E
n
tsch
eid
u
n
g
en d
es B
a
y
erisch
en O
b
ersten L
a
n
d
sg
erich
ts in S
tra
fsa
ch
en
,
N
eu
e F
o
lg
e )
1960,
187.
28
）
S
ch
m
itz,
G
o
eck
en
ja
n
,
Isch
en
b
eck
,
D
a
s
(ziv
ilrech
tlich
e )
M
y
steriu
m
 
d
es F
la
sh
en
p
fa
n
d
es ―
stra
frech
tlich b
etra
ch
tet ―
zu
g
leich A
n
m
er-
k
u
n
g zu A
G
 
F
len
sb
u
rg N
S
tZ
2006,
101―
Ju
ra
2006,
S
. 821.
29
）
A
G
 
F
len
sb
u
rg N
S
tZ
2006,
101.
30
）
R
u
d
o
lp
h
i,
D
er B
eg
riff d
er Z
u
eig
n
u
n
g
,
G
A
1965,
S
. 38
f.
31
）
B
o
ck
elm
a
n
n
,
L
itera
tu
rb
erich
t S
tra
frech
t ―
B
eso
n
d
erer T
eil I,
Z
S
tW
 
B
d
.
65
(1953),
S
. 575.
32
）
K
rey
/H
ellm
a
n
n
,
S
tra
frech
t B
T
,
B
a
n
d
2,
14.
A
u
fl.,
2005,
F
a
ll
14
S
.
36.
33
）
M
a
iw
a
ld
,
a
.a
.O
.,
S
164
f.
34
）
M
itsch
,
S
tra
frech
t,
B
T
2/1,
2.
A
u
fl.,
2003,
1,
R
n
142.
35
）
B
o
ck
elm
a
n
n
,
a
.a
.O
.,
S
. 575.
36
）
G
ru
n
w
a
ld
,
a
.a
.O
.,
S
. 534
f.
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三
毀
棄
・
隠
匿
と
物
自
体
の
価
値
の
領
得
物
の
特
別
の
価
値
が
領
得
さ
れ
て
い
る
か
が
議
論
さ
れ
る
の
は
、
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
物
体
自
体
は
所
有
者
に
返
還
さ
れ
て
し
ま
う
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
物
体
自
体
は
返
還
さ
れ
た
事
例
で
は
主
と
し
て
、
物
体
が
返
還
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
権
利
者
排
除
要
素
で
あ
るE
n
teig
n
u
n
g
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
角
度
か
ら
、
価
値
の
侵
害
を
ど
こ
ま
で
領
得
に
含
ま
せ
る
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
領
得
と
は
行
為
者
の
所
有
者
同
様
の
支
配
の
設
定
の
要
素A
n
eig
n
u
n
g
に
よ
るE
n
teig
n
u
n
g
で
あ
り
、
E
n
teig
n
u
n
g
に
よ
るA
n
eig
n
u
n
g
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
返
還
事
例
で
価
値
のA
n
eig
n
u
n
g
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
物
の
破
壊
に
よ
っ
て
行
為
者
が
同
様
の
価
値
を
得
る
場
合
に
もA
n
eig
n
u
n
g
が
肯
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
物
の
毀
棄
・
隠
匿
目
的
の
奪
取
が
領
得
と
な
る
の
は
そ
の
物
自
体
の
価
値
を
奪
っ
た
と
い
え
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
返
還
事
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
所
有
権
犯
罪
を
利
得
犯
罪
と
区
別
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
物
自
体
の
領
得
を
厳
格
に
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
犯
行
隠
滅
目
的
等
の
場
合
、
犯
行
隠
滅
等
は
物
そ
れ
自
体
の
価
値
と
は
い
え
な
い
。
わ
が
国
の
判
例
に
は
、
犯
行
隠
蔽
目
的
で
物
を
毀
棄
・
隠
匿
す
る
こ
と
が
物
の
利
用
か
ら
生
じ
る
利
益
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
て
、
不
法
領
得
の
意
思
を
肯
定
し
た
よ
う
に
解
釈
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
犯
行
隠
蔽
目
的
で
手
提
げ
金
庫
を
持
ち
出
し
て
二
百
数
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
河
中
に
投
棄
し
た
37
）
事
例
、
犯
行
隠
蔽
目
的
で
金
員
を
奪
い
自
宅
に
隠
し
た
事
例
で
38
）
あ
る
。
し
か
し
、
金
庫
や
金
員
か
ら
生
じ
る
価
値
や
利
益
を
享
受
す
る
意
思
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、A
n
eig
n
u
n
g
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
犯
行
発
覚
を
防
ぐ
た
め
に
死
体
か
ら
貴
金
属
を
取
り
去
っ
た
39
）
場
合
や
、
強
盗
犯
人
が
被
害
者
の
逃
走
を
防
ぐ
た
め
に
自
動
車
の
鍵
を
取
り
上
げ
て
破
壊
し
、
警
察
へ
の
通
報
を
妨
げ
る
た
め
に
携
帯
電
話
機
を
取
り
上
げ
て
破
壊
し
た
場
合
に
、
そ
れ
ら
を
利
用
・
処
分
す
る
意
思
は
無
か
っ
た
と
し
てA
n
eig
n
u
n
g
を
否
定
し
た
判
例
は
妥
当
で
40
）
あ
る
。
債
務
者
が
借
金
を
免
れ
る
た
め
に
借
用
証
書
を
破
棄
す
る
目
的
で
債
権
者
か
ら
奪
う
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
41
）
う
か
。
借
用
証
書
は
債
9
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権
・
債
務
の
存
在
を
証
明
す
る
文
書
で
あ
り
、
証
書
と
債
権
行
使
可
能
性
が
密
接
に
結
び
つ
い
た
文
書
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
借
用
証
書
と
貸
付
金
（
の
請
求
権
）
と
は
別
の
利
益
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
は
、
債
務
者
が
債
権
者
か
ら
借
用
証
書
を
奪
う
の
で
は
な
く
、
債
権
者
が
貸
付
金
を
返
還
さ
せ
る
目
的
で
債
務
者
か
ら
借
用
証
書
等
を
奪
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、
所
有
権
犯
罪
で
は
な
く
利
得
犯
罪
と
し
て
の
強
盗
的
恐
喝
（
ド
イ
ツ
刑
法
二
五
三
条
）
の
成
立
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
。
利
得
犯
罪
の
要
件
と
し
て
、
利
得
し
た
も
の
と
損
害
が
素
材
的
に
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
素
材
同
一
性
（S
to
ffg
leich
h
eit
）
の
要
件
が
あ
る
が
、
判
例
は
借
用
証
書
（
の
喪
失
）
と
貸
付
金
（
の
返
済
）
の
間
に
は
こ
の
素
材
同
一
性
が
欠
け
る
と
し
て
強
盗
的
恐
喝
罪
の
成
立
を
否
定
42
）
し
た
。
こ
の
場
合
に
、
借
用
証
書
が
あ
れ
ば
、
貸
付
金
の
返
還
の
請
求
は
よ
り
強
力
な
も
の
と
な
る
か
ら
、
借
用
証
書
の
占
有
の
喪
失
は
裏
面
で
債
権
者
の
財
産
的
地
位
を
向
上
さ
せ
た
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
債
権
者
は
財
産
的
に
向
上
し
た
地
位
を
得
た
と
し
て
素
材
同
一
性
を
肯
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
43
）
れ
る
。
し
か
し
、
判
例
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
利
得
犯
罪
に
つ
い
て
同
一
性
が
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
領
得
犯
罪
に
つ
い
て
は
ま
す
ま
す
、
借
用
証
書
と
貸
付
金
は
別
物
と
い
え
る
。
す
で
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
も
、
債
務
者
が
債
務
を
免
れ
る
た
め
に
、
債
権
者
か
ら
借
用
証
書
を
盗
ん
で
も
領
得
目
的
に
欠
け
る
と
し
て
い
た
。
証
書
自
体
に
は
価
値
は
な
く
、
利
得
は
単
に
間
接
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
44
）
あ
る
。
マ
イ
ヴ
ァ
ル
ト
も
、
債
務
者
が
借
用
証
書
を
時
効
期
間
後
に
返
還
す
る
目
的
で
債
権
者
か
ら
奪
取
す
る
場
合
に
、
証
書
の
記
載
内
容
は
無
効
に
な
る
が
、
領
得
目
的
に
欠
け
る
と
45
）
す
る
。
記
載
内
容
と
借
用
証
書
自
体
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
借
用
証
書
は
請
求
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
、
証
書
自
体
が
返
還
さ
れ
て
い
る
以
上
、
証
書
か
ら
のE
n
teig
n
u
n
g
や
所
有
者
排
除
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
証
書
の
記
載
内
容
は
証
書
の
性
質
で
は
な
い
か
ら
、
記
載
内
容
の
利
用
意
思
、
つ
ま
り
、
証
書
を
自
分
の
物
に
す
る
意
思
に
欠
け
、A
n
eig
n
u
n
g
が
存
在
し
な
い
。
債
務
者
が
債
務
を
免
れ
る
た
め
に
借
用
証
書
を
破
く
目
的
で
債
権
者
か
ら
奪
取
す
る
場
合
に
は
、
物
体
自
体
は
返
還
事
例
と
は
異
な
り
、
毀
棄
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
か
ら
権
利
者
排
除
の
側
面
は
満
た
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
こ
にA
n
eig
n
u
n
g
が
存
在
す
る
か
10
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が
問
題
と
な
る
。
考
え
ら
れ
る
の
は
文
書
内
容
の
取
得
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
書
と
そ
の
内
容
は
別
物
で
あ
り
、
文
書
内
容
は
物
自
体
の
性
質
で
は
な
い
。
マ
イ
ヴ
ァ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
ド
イ
ツ
刑
法
二
七
四
条
の
他
人
に
不
利
益
を
蒙
ら
せ
る
目
的
で
、
文
書
を
毀
棄
・
隠
匿
す
る
罪
の
存
在
か
ら
も
明
ら
か
で
46
）
あ
る
。
二
七
四
条
以
外
の
文
書
に
つ
い
て
も
、
文
書
自
体
と
文
書
の
内
容
は
別
で
あ
り
、
文
書
内
容
を
利
用
す
る
が
文
書
自
体
は
破
棄
し
て
し
ま
う
場
合
はA
n
eig
n
u
n
g
に
欠
け
る
こ
と
に
な
り
、
器
物
損
壊
罪
を
構
成
す
る
に
す
ぎ
47
）
な
い
。
支
払
督
促
正
本
に
つ
い
て
も
、
正
本
の
破
棄
に
よ
っ
て
直
接
に
利
益
が
被
告
人
の
財
産
に
入
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
審
は
支
払
督
促
正
本
の
破
棄
に
よ
っ
て
、
被
告
人
は
「
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
可
能
な
経
済
的
利
益
」
を
得
る
と
48
）
し
た
。
し
か
し
、
控
訴
趣
意
は
、
「
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
可
能
な
経
済
的
利
益
」
は
騙
し
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
接
的
に
生
ず
る
具
体
性
あ
る
財
産
的
利
益
で
は
な
い
と
反
論
49
）
す
る
。
上
告
趣
意
に
お
い
て
も
、
こ
の
経
済
的
利
益
は
正
本
自
体
か
ら
生
じ
る
利
益
で
は
な
く
、
郵
便
配
達
員
か
ら
債
務
者
本
人
を
装
っ
て
騙
し
取
る
こ
と
に
よ
る
経
済
的
利
益
に
過
ぎ
な
い
と
50
）
す
る
。
支
払
督
促
制
度
で
は
、
正
本
の
債
務
者
へ
の
送
達
に
よ
っ
て
支
払
督
促
の
効
果
が
生
じ
（
民
訴
法
三
八
八
条
二
項
）、
送
達
後
二
週
間
以
内
に
債
務
者
か
ら
督
促
異
議
の
申
立
て
が
な
い
と
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
っ
て
裁
判
所
書
記
官
が
仮
執
行
宣
言
を
し
て
、
債
務
者
の
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
力
が
付
与
さ
れ
（
民
事
執
行
法
二
二
条
四
号
）、
そ
の
正
本
が
債
務
者
に
送
達
さ
れ
た
後
二
週
間
以
内
に
督
促
異
議
の
申
立
て
が
な
け
れ
ば
督
促
異
議
の
申
立
て
は
で
き
な
く
な
る
（
民
訴
法
三
九
三
条
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
い
わ
ば
第
二
段
階
に
当
た
る
仮
執
行
宣
言
付
の
支
払
督
促
正
本
の
債
務
者
に
よ
る
受
領
を
妨
げ
る
こ
と
は
六
〇
〇
〇
万
円
余
と
い
う
経
済
的
利
益
に
近
い
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
不
法
領
得
の
意
思
は
他
人
の
物
を
経
済
的
用
法
に
従
っ
て
利
用
処
分
す
る
意
思
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
意
思
は
利
欲
犯
的
で
あ
る
が
故
に
、
強
い
非
難
に
値
し
、
責
任
非
難
が
高
い
と
さ
れ
て
51
）
い
る
。
一
方
、
毀
棄
・
隠
匿
意
思
の
場
合
に
は
利
欲
犯
的
意
思
が
な
い
の
で
、
器
物
損
壊
罪
の
法
定
刑
は
窃
盗
罪
よ
り
も
低
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
に
は
、
支
払
督
促
正
本
の
事
例
で
は
利
欲
犯
的
11
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傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
、
不
法
領
得
意
思
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
領
得
の
A
n
eig
n
u
n
g
の
側
面
は
法
益
侵
害
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
主
観
的
違
法
要
素
で
は
な
い
か
ら
、
行
為
者
が
内
心
的
に
利
得
を
目
指
す
こ
と
で
足
り
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
し
て
、
客
観
的
に
利
益
を
得
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
場
合
で
あ
れ
ば
A
n
eig
n
u
n
g
を
認
め
て
よ
さ
そ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
、
不
法
領
得
の
意
思
を
要
求
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
客
体
は
奪
取
・
詐
取
の
客
体
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
窃
盗
罪
及
び
一
項
詐
欺
罪
等
で
は
財
物
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
明
文
で
物
の
不
法
領
得
の
意
思
を
要
求
し
て
お
り
、
罪
刑
法
定
主
義
の
見
地
か
ら
も
物
を
領
得
し
た
と
い
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
明
文
の
規
定
の
な
い
わ
が
国
で
も
、
解
釈
と
し
て
、
奪
取
等
の
客
体
以
外
の
物
が
領
得
の
客
体
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
は
、
以
下
の
二
点
と
相
互
に
関
係
し
て
い
る
。
次
に
、
窃
盗
罪
等
の
所
有
権
犯
罪
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
も
、
権
利
者
排
除
の
対
象
と
し
て
の
財
物
が
行
為
者
の
権
利
者
同
様
の
利
用
・
処
分
の
対
象
と
な
っ
た
、
つ
ま
り
、
事
実
上
、
そ
の
財
物
の
所
有
の
実
質
が
所
有
者
か
ら
行
為
者
へ
と
移
転
し
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
財
物
自
体
が
領
得
の
対
象
と
し
て
移
転
し
た
と
い
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
物
を
破
棄
し
て
権
利
者
を
排
除
し
て
お
い
て
、
そ
の
裏
面
と
し
て
二
項
犯
罪
の
客
体
と
な
り
う
る
経
済
的
利
益
を
得
る
こ
と
で
は
足
り
な
い
の
で
52
）
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
支
払
督
促
正
本
制
度
で
、
強
制
執
行
に
近
い
段
階
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
利
益
の
獲
得
の
意
思
は
財
物
の
利
用
・
獲
得
の
意
思
で
は
な
い
。
ま
た
、
仮
に
、
債
権
債
務
関
係
を
証
明
す
る
唯
一
の
証
拠
と
し
て
の
借
用
証
書
を
破
棄
し
て
、
債
権
者
の
取
立
て
を
免
れ
て
、
二
項
詐
欺
の
客
体
で
あ
る
財
産
上
の
利
益
を
獲
得
し
た
と
し
て
も
、
そ
し
て
、
債
務
証
書
の
毀
棄
と
債
務
免
脱
の
利
益
が
対
応
関
係
、
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
し
53
）
て
も
、
そ
の
利
益
獲
得
の
意
思
は
借
用
証
書
の
利
用
・
獲
得
の
意
思
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
利
欲
犯
的
意
思
は
責
任
要
素
で
あ
る
と
し
て
も
、
責
任
非
難
は
違
法
行
為
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
54
）
な
い
。
不
法
領
得
意
思
の
中
で
、
権
利
者
排
除
の
側
面
は
法
益
侵
害
を
占
有
侵
害
よ
り
も
強
め
る
要
素
と
し
て
主
観
的
違
法
要
素
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
こ
で
は
財
物
の
破
棄
に
あ
る
。
こ
の
よ
り
強
い
違
法
性
を
基
礎
づ
け
る
破
棄
に
対
す
る
非
難
の
要
素
と
し
て
、
高
い
非
難
に
値
す
る
12
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利
用
意
思
ひ
い
て
は
利
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
自
分
の
物
に
す
る
意
思
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
財
物
の
破
棄
が
そ
の
ま
ま
そ
の
物
の
利
用
と
い
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
破
棄
自
体
に
よ
っ
て
、
そ
の
利
用
を
通
し
て
、
財
物
自
体
を
自
分
の
物
に
し
た
と
言
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
破
棄
の
後
に
ど
の
よ
う
に
し
て
利
益
を
獲
得
す
る
か
は
重
要
で
は
な
い
。
支
払
督
促
正
本
の
破
棄
に
よ
っ
て
、
異
議
の
申
し
立
て
が
な
さ
れ
ず
に
強
制
執
行
が
実
際
に
可
能
に
な
る
こ
と
や
、
借
用
証
書
が
破
棄
さ
れ
た
た
め
に
、
債
権
の
存
在
の
証
明
が
実
際
に
困
難
に
な
っ
て
、
債
務
を
免
れ
る
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
責
任
非
難
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
55
）
な
い
。
37
）
大
阪
高
判
昭
和
二
四
年
一
二
月
五
日
判
特
四
号
三
頁
。
38
）
東
京
高
判
平
成
一
二
年
五
月
一
五
日
判
時
一
七
四
一
号
一
五
七
頁
。
39
）
東
京
地
判
昭
和
六
二
年
一
〇
月
六
日
判
時
一
二
五
九
号
一
三
七
頁
。
40
）
松
山
地
判
平
成
一
九
年
七
月
一
九
日
T
K
C
28135424
。
41
）
わ
が
国
の
旧
刑
法
時
代
の
判
例
に
は
、
借
用
証
書
を
滅
失
さ
せ
て
債
務
を
免
れ
よ
う
と
企
て
、
債
務
の
保
証
人
Ａ
を
債
権
者
方
に
遣
わ
せ
て
弁
済
す
る
と
債
権
者
を
被
告
人
の
事
務
所
に
誘
い
だ
し
、
債
権
者
が
債
務
証
書
を
Ａ
に
交
付
す
る
や
否
や
被
告
人
が
Ａ
か
ら
こ
れ
を
奪
い
取
っ
て
口
の
中
に
入
れ
て
形
跡
を
留
め
な
い
よ
う
に
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
。
大
判
明
治
三
二
年
一
二
月
二
六
日
刑
録
五
輯
一
一
号
八
三
頁
。
し
か
し
、
奪
取
が
存
在
す
る
か
が
問
題
と
な
り
、
奪
取
が
肯
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
は
全
く
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
学
説
で
は
例
え
ば
、
宮
城
浩
蔵
（
刑
法
講
義
第
二
巻
・
第
四
版
・
一
八
八
七
年
）
は
、
毀
棄
目
的
の
場
合
に
も
窃
盗
の
故
意
は
あ
る
と
し
て
、
窃
盗
罪
の
成
立
を
肯
定
し
て
い
た
。
42
）
B
G
H
S
t.
N
JW
1982,
2266.
請
求
が
違
法
で
は
な
い
こ
と
も
理
由
と
す
る
。
43
）
こ
の
場
合
の
素
材
同
一
性
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
行
為
後
に
生
じ
る
べ
き
、
返
済
期
日
後
に
実
際
に
債
務
者
が
支
払
わ
な
い
こ
と
と
債
権
者
が
そ
の
借
用
証
書
を
利
用
し
た
こ
と
に
よ
る
債
務
者
の
損
害
を
前
倒
し
し
て
借
用
証
書
の
取
得
の
時
点
で
素
材
同
一
性
を
認
め
る
こ
と
の
問
題
点
に
つ
い
て
、B
ern
sm
a
n
n
,
Z
u
r stra
frech
t-
lich
en B
eu
rteilu
n
g d
er eig
en
m
a
ech
tig
en
,,In
-P
fa
n
d
-N
a
h
m
e‘‘,
N
JW
1982,
S
. 2214.
わ
が
国
で
は
、
両
親
の
殺
害
の
場
合
の
相
続
人
の
地
位
（
東
京
高
判
平
成
元
年
二
月
二
七
日
高
刑
集
四
二
巻
一
号
八
七
頁
）、
風
俗
店
グ
ル
ー
プ
の
実
質
的
経
営
者
殺
害
の
場
合
の
経
営
上
の
権
益
（
神
戸
地
判
平
成
一
七
年
四
月
二
六
日
判
時
一
九
〇
四
号
一
五
二
頁
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
項
強
盗
の
財
産
上
の
利
益
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
が
、
実
質
的
利
益
獲
得
ま
で
に
は
い
ま
だ
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
行
為
時
に
は
そ
の
利
益
は
間
接
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
様
の
こ
と
は
、
詐
欺
罪
の
二
項
の
利
益
に
つ
い
て
も
該
当
し
、
あ
ま
り
、
早
い
段
階
で
実
質
的
利
益
を
取
得
す
る
地
位
自
体
を
客
体
と
す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
13
不法領得の意思と毀棄・隠匿の意思（林美月子)
支
払
い
督
促
正
本
の
事
案
に
つ
い
て
、
叔
父
が
異
議
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
被
告
人
が
叔
父
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
利
益
は
間
接
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
も
の
と
し
て
、
井
上
・
前
掲
論
文
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
〇
四
号
一
七
三
頁
。
44
）
F
eu
erb
a
ch
,
L
eh
rb
u
ch d
es g
em
ein
en in D
eu
tsch
ela
n
d g
u
eltig
en p
ein
lich
en R
ech
ts,
10.
A
u
fl.,
1828,
319.
な
お
、
ロ
ー
マ
法
の
利
得
目
的
と
し
て
も
、
債
務
証
書
を
支
払
い
を
免
れ
る
た
め
に
取
る
の
は
利
得
動
機
に
欠
け
る
と
さ
れ
て
い
た
。M
a
iw
a
ld
,
a
.a
.O
.,
S
. 24
f.
45
）
マ
イ
ヴ
ァ
ル
ト
は
、
無
記
名
証
券
に
つ
い
て
は
、
物
と
価
値
が
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
機
能
の
総
体
と
し
て
の
証
券
自
体
の
領
得
を
認
め
う
る
と
す
る
。
他
人
に
履
行
を
さ
せ
る
証
書
で
、
追
求
さ
れ
る
結
果
を
化
体
し
て
い
る
証
書
、
全
て
の
者
に
そ
の
存
在
自
体
に
よ
っ
て
他
人
か
ら
履
行
を
受
け
る
可
能
性
を
も
た
ら
す
証
書
、
つ
ま
り
無
記
名
証
券
は
、
法
秩
序
が
、
所
持
人
は
ま
さ
に
証
書
に
化
体
さ
れ
る
履
行
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
の
で
所
持
人
に
支
払
い
を
す
る
こ
と
は
正
し
い
と
し
て
い
る
証
書
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
単
に
支
払
い
に
よ
っ
て
支
払
人
が
免
責
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。M
a
iw
a
ld
,
a
.a
.O
.,
S
. 269
ff.,
S
.
164
ff.
も
っ
と
も
、
マ
イ
ヴ
ァ
ル
ト
の
主
眼
は
、
預
金
通
帳
は
無
記
名
証
券
で
は
な
く
、
預
金
通
帳
と
記
載
さ
れ
た
金
額
は
強
く
結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、
預
金
通
帳
を
奪
取
し
て
預
金
を
引
き
出
し
た
後
に
預
金
通
帳
自
体
を
返
還
す
る
目
的
は
、
機
能
の
総
体
と
し
て
の
預
金
通
帳
の
領
得
目
的
で
は
な
い
と
し
て
、
窃
盗
罪
の
成
立
を
否
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
記
名
証
券
の
利
用
後
の
返
還
事
例
や
無
記
名
証
券
の
毀
棄
に
よ
る
利
得
の
事
例
等
に
つ
い
て
は
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
46
）
M
a
iw
a
ld
,
a
.a
.O
.,
S
. 271
f.
47
）
佐
伯
仁
志
「
窃
盗
罪
を
め
ぐ
る
三
つ
の
問
題
｜
｜
財
物
の
費
消
、
占
有
の
相
続
、
不
法
領
得
の
意
思
」
研
修
六
四
五
号
（
二
〇
〇
二
年
）
三
頁
以
下
は
、
債
務
者
が
債
務
を
免
れ
る
た
め
に
借
用
証
書
を
破
く
目
的
で
債
権
者
か
ら
奪
取
す
る
場
合
に
不
法
領
得
の
意
思
を
肯
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
斎
藤
信
治
教
授
も
、
自
己
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
物
を
処
理
す
る
意
思
が
あ
る
か
が
問
題
で
あ
る
と
す
る
見
地
か
ら
、
こ
れ
を
肯
定
さ
れ
て
い
た
。
斎
藤
信
治
「
不
法
領
得
の
意
思
（
二
）」
法
学
新
報
七
九
巻
一
一
号
（
一
九
七
二
年
）
一
二
二
頁
以
下
。
こ
れ
に
対
し
て
、
否
定
説
と
し
て
、
山
口
・
前
掲
論
文
一
三
八
、
一
三
九
頁
、
林
幹
人
・
前
掲
論
文
二
四
頁
。
林
幹
人
教
授
は
二
項
詐
欺
罪
の
問
題
に
は
な
る
と
さ
れ
る
。
48
）
刑
集
五
八
巻
八
号
一
〇
三
六
頁
。
49
）
刑
集
五
八
巻
八
号
一
〇
四
一
頁
。
50
）
刑
集
五
八
巻
八
号
一
〇
一
四
、
一
〇
一
五
頁
。
支
払
督
促
に
よ
る
債
務
名
義
取
得
は
送
達
の
効
果
で
あ
っ
て
、
支
払
督
促
正
本
自
体
の
利
益
で
は
な
い
と
す
る
も
の
と
し
て
、
井
上
・
前
掲
論
文
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
〇
四
号
一
七
三
、
一
七
四
頁
、
同
・
前
掲
論
文
・
法
曹
時
報
五
九
巻
三
号
三
四
九
頁
。
51
）
平
野
竜
一
「
刑
法
各
論
の
諸
問
題
８
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
一
一
号
（
一
九
七
三
年
）
一
三
〇
頁
以
下
。
52
）
な
お
、
こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
、
詐
欺
罪
に
お
け
る
素
材
同
一
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
使
用
と
詐
欺
罪
」
平
野
龍
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
・
上
巻
（
一
九
九
〇
年
）
四
八
七
頁
。
53
）
木
村
判
事
は
こ
の
場
合
に
、
物
の
毀
棄
は
物
の
利
用
の
一
形
態
で
あ
る
と
さ
れ
、
不
法
領
得
の
意
思
を
肯
定
さ
れ
る
。
木
村
烈
「
窃
盗
罪
に
お
け
る
『
不
法
領
得
の
意
思
』
を
め
ぐ
る
現
状
と
実
務
｜
｜
い
わ
ゆ
る
『
利
用
・
処
分
意
思
』
に
関
す
る
判
例
の
分
析
を
中
心
に
」
佐
藤
文
哉
先
生
・
小
林
充
先
生
古
稀
祝
賀
刑
事
裁
判
論
集
・
上
巻
（
二
〇
〇
六
年
）
四
〇
四
頁
。
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54
）
林
幹
人
・
前
掲
論
文
二
二
頁
は
、
責
任
要
素
と
し
て
の
領
得
意
思
も
、
違
法
類
型
と
し
て
の
構
成
要
件
と
関
連
性
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
55
）
支
払
督
促
正
本
の
事
案
の
第
一
審
判
決
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
約
束
手
形
の
振
出
人
が
手
形
を
破
棄
す
る
場
合
に
は
振
出
人
の
経
済
的
利
益
に
な
る
と
し
て
、
毀
棄
の
意
思
で
も
不
法
領
得
の
意
思
が
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
振
出
人
が
経
済
的
利
益
を
得
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
約
束
手
形
の
制
度
の
効
果
に
過
ぎ
ず
、
本
文
に
述
べ
た
見
解
が
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
既
述
（
註
（
45
））
の
よ
う
に
、M
a
iw
a
ld
は
手
形
に
つ
い
て
は
破
棄
す
る
場
合
に
も
領
得
意
思
を
認
め
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
二
項
詐
欺
罪
が
成
立
し
う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
四
自
己
の
物
に
す
る
意
思
と
領
得
意
思
財
物
を
毀
棄
・
隠
匿
す
る
目
的
の
場
合
に
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
原
則
と
し
て
領
得
目
的
、
不
法
領
得
の
意
思
は
否
定
さ
56
）
れ
る
。
し
か
し
、
物
を
毀
棄
・
隠
匿
す
る
前
に
す
で
に
物
自
体
を
自
己
の
物
に
す
る
意
思
が
あ
る
場
合
に
は
領
得
意
思
が
肯
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
窃
盗
罪
を
所
有
権
犯
罪
と
し
て
把
握
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
近
代
法
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
一
八
一
三
年
刑
法
典
二
〇
九
条
の
領
得
目
的
の
定
義
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
領
得
目
的
と
は
そ
の
物
体
を
自
分
の
物
に
す
る
目
的
で
あ
る
。
わ
が
国
の
判
例
が
不
法
領
得
の
意
思
を
、
権
利
者
を
排
除
し
て
他
人
の
物
を
自
己
の
所
有
物
と
し
て
そ
の
経
済
的
用
法
に
従
い
こ
れ
を
利
用
も
し
く
は
処
分
す
る
意
思
と
定
義
し
て
い
る
の
は
、
物
の
一
時
使
用
の
意
思
あ
る
い
は
毀
棄
・
隠
匿
意
思
で
の
奪
取
の
場
合
に
、
権
利
者
排
除
意
思
、
経
済
的
用
法
に
従
っ
た
利
用
・
処
分
の
意
思
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
場
合
を
窃
盗
罪
の
範
囲
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
時
使
用
の
意
思
や
毀
棄
・
隠
匿
の
意
思
で
は
な
い
場
合
に
は
、
ま
さ
に
、
所
有
者
排
除
と
所
有
者
同
様
の
支
配
の
設
定
の
意
思
が
領
得
意
思
で
あ
る
。
毀
棄
・
隠
匿
の
意
思
で
は
な
い
場
合
に
、
例
え
ば
、
下
着
泥
棒
が
下
着
を
眺
め
る
こ
と
は
経
済
的
用
法
に
従
っ
た
利
用
の
意
思
で
あ
る
か
を
問
う
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
最
高
裁
判
所
は
こ
の
よ
う
な
事
例
で
は
不
法
領
得
の
意
思
を
「
権
利
者
を
排
除
し
て
本
件
物
品
に
対
す
る
完
全
な
支
配
を
取
得
し
所
有
者
と
同
様
の
実
を
挙
げ
る
意
思
」
と
定
義
し
て
い
る
が
、
正
当
で
57
）
あ
る
。
物
体
の
所
有
の
本
質
は
、
そ
の
物
体
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
任
意
に
利
用
し
う
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
15
不法領得の意思と毀棄・隠匿の意思（林美月子)
可
能
性
を
自
分
の
物
に
す
る
こ
と
はA
n
eig
n
u
n
g
で
あ
る
。
自
分
の
財
産
の
構
成
物
と
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
の
な
ら
領
得
目
的
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
本
を
読
ま
ず
に
棄
て
る
つ
も
り
で
、
ま
ず
、
自
己
の
書
庫
に
し
ま
う
の
は
窃
盗
で
58
）
あ
る
。
同
様
に
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
の
中
の
財
布
を
盗
る
つ
も
り
で
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
は
棄
て
る
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
る
べ
き
で
59
）
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
判
例
は
、
自
分
に
不
利
な
新
聞
報
道
を
妨
害
す
る
た
め
に
書
類
を
破
棄
す
る
目
的
で
奪
取
す
る
の
は
領
得
目
的
に
欠
け
る
と
60
）
す
る
。
し
か
し
、
単
な
る
投
げ
捨
て
や
破
壊
で
は
な
く
、
被
告
人
が
物
を
ま
ず
自
分
の
物
に
し
、
自
分
の
財
産
に
入
れ
よ
う
と
し
た
場
合
は
領
得
目
的
が
61
）
あ
る
。
自
己
のS
tra
fb
efeh
lsa
k
te
（
小
額
窃
盗
に
関
す
る
も
の
）
を
「
犯
行
を
消
し
去
ろ
う
と
し
て
」
奪
取
し
た
事
案
で
、
判
決
は
、
行
為
者
が
利
得
し
よ
う
と
し
た
か
、
財
産
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
し
た
か
は
問
題
で
は
な
い
と
62
）
し
た
。
所
有
者
同
様
の
処
分
権
限
を
自
分
の
も
の
に
す
る
意
思
、
つ
ま
り
、
そ
の
権
限
行
使
に
よ
っ
て
、
自
己
の
財
産
の
構
成
を
変
化
さ
せ
、
所
有
者
を
そ
の
物
又
は
価
値
か
ら
永
続
的
に
排
除
す
る
意
思
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
毀
棄
・
隠
匿
意
思
の
場
合
に
は
領
得
意
思
に
欠
け
る
の
で
、
原
審
は
、
書
類
の
破
棄
に
よ
っ
て
犯
行
を
消
そ
う
と
し
た
の
か
、
書
類
を
自
分
の
財
産
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
犯
行
を
消
そ
う
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
後
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
領
得
意
思
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
判
例
に
お
い
て
も
、
現
金
の
入
っ
た
郵
便
物
の
現
金
を
取
り
、
郵
便
物
の
信
書
の
外
皮
は
破
棄
す
る
意
思
で
あ
っ
て
も
、
郵
便
物
を
自
己
の
支
配
の
も
と
に
お
い
た
場
合
に
は
、
郵
便
物
全
体
に
つ
い
て
の
不
法
領
得
の
意
思
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
63
）
い
る
。
現
金
等
が
入
っ
た
バ
ッ
ク
を
持
ち
去
っ
て
財
布
等
を
抜
き
取
り
バ
ッ
ク
は
逃
走
途
中
で
捨
て
た
場
合
に
も
、
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
不
法
領
得
の
意
思
は
認
め
ら
64
）
れ
る
。
放
火
目
的
で
ス
ナ
ッ
ク
に
侵
入
し
た
が
放
火
を
断
念
し
て
、
物
取
り
の
犯
行
を
装
う
た
め
に
、
現
金
入
り
の
財
布
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
指
輪
な
ど
を
持
ち
去
り
、
現
金
は
封
筒
に
入
れ
て
自
宅
に
保
管
し
、
財
布
は
捨
て
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
指
輪
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
自
宅
の
庭
に
埋
め
た
場
合
に
も
、
物
取
り
を
装
う
意
図
に
「
相
応
し
い
前
記
金
品
を
持
ち
出
し
て
所
有
者
の
占
有
を
奪
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
…
…
不
法
領
得
の
意
思
が
あ
っ
た
も
の
」
と
し
、
金
品
を
廃
棄
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
不
法
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領
得
の
意
思
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
65
）
し
た
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
行
為
者
に
と
っ
て
必
要
の
な
い
物
に
つ
い
て
も
支
配
し
、
自
分
の
物
に
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
意
思
が
あ
っ
た
以
上
、
領
得
意
思
を
肯
定
で
き
る
。
他
方
で
、
殺
人
後
に
犯
行
が
発
覚
し
な
い
よ
う
に
腐
敗
し
な
い
貴
金
属
類
を
死
体
か
ら
は
が
し
て
死
体
と
は
別
の
場
所
に
投
棄
す
る
意
思
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
死
体
と
と
も
に
持
ち
去
り
、
一
一
時
間
占
有
し
て
結
局
、
廃
棄
せ
ず
に
自
宅
に
帰
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
事
案
に
つ
い
て
は
不
法
領
得
の
意
思
が
否
定
さ
れ
て
66
）
い
る
が
疑
問
で
あ
る
。
支
払
い
督
促
正
本
を
名
宛
人
に
見
せ
ず
に
債
務
を
負
わ
せ
よ
う
と
し
て
、
破
る
つ
も
り
で
郵
便
配
達
員
か
ら
詐
取
し
た
冒
頭
の
事
案
に
つ
い
て
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
事
実
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
共
犯
者
は
直
ち
に
破
い
た
の
で
は
な
く
、
被
告
人
の
元
に
持
っ
て
い
っ
て
、
被
告
人
が
破
い
た
の
で
あ
り
、
被
告
人
は
そ
の
よ
う
な
意
思
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
観
点
か
ら
支
払
督
促
正
本
自
体
に
つ
い
て
の
領
得
目
的
を
肯
定
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
物
の
破
壊
の
場
合
に
は
、
他
人
の
家
具
を
燃
や
し
て
暖
を
取
る
目
的
で
奪
取
す
る
場
合
な
ど
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
所
有
権
犯
罪
を
利
得
犯
罪
に
し
な
い
た
め
に
は
、
単
に
何
ら
か
の
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
行
為
者
は
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
領
得
目
的
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
物
自
体
の
領
得
が
必
要
で
あ
る
。
上
の
考
察
に
従
え
ば
、
ま
ず
、
自
分
の
物
に
し
た
後
に
燃
や
す
よ
う
な
場
合
に
は
領
得
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
奪
取
し
て
直
ち
に
燃
や
す
目
的
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
暖
を
と
る
こ
と
は
家
具
が
提
供
す
る
可
能
性
を
取
得
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
67
）
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
家
具
を
燃
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
解
消
を
図
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
い
た
場
合
は
、
ま
さ
に
、
家
具
が
壊
れ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
家
具
の
価
値
ひ
い
て
は
家
具
自
体
を
自
分
の
物
に
し
た
と
は
言
え
68
）
な
い
。
56
）
毀
棄
・
隠
匿
は
所
有
権
侵
害
で
は
あ
る
が
、
財
物
自
体
を
得
る
も
の
で
は
な
い
の
で
領
得
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
同
じ
く
領
得
罪
で
あ
る
横
領
罪
に
お
い
て
も
、
毀
棄
・
隠
匿
す
る
こ
と
は
横
領
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
判
例
は
、
横
領
罪
の
不
法
領
得
を
窃
盗
罪
と
は
異
な
っ
て
解
釈
し
、
経
済
的
用
法
に
従
っ
た
利
用
・
処
分
の
意
思
を
要
求
し
な
い
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
、
隠
匿
目
的
で
市
助
役
と
し
て
保
管
し
て
い
る
公
文
書
を
市
役
所
外
に
帯
出
し
て
隠
匿
し
た
場
合
に
も
、
市
の
公
文
書
使
用
・
保
存
の
利
益
を
失
わ
せ
、
他
方
で
、
被
告
人
が
自
由
に
こ
れ
を
処
分
し
得
べ
き
状
態
に
置
い
た
の
で
領
得
意
思
を
外
形
に
表
示
し
た
と
し
て
横
領
罪
と
し
て
い
る
。
大
判
大
正
二
年
一
二
月
一
六
日
刑
録
一
九
輯
一
四
四
〇
頁
。
同
様
に
、
金
員
の
隠
匿
に
つ
き
、
被
告
人
の
意
思
に
よ
っ
て
自
由
に
処
分
す
る
こ
と
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の
で
き
る
よ
う
な
形
で
個
人
的
な
支
配
下
に
置
い
た
こ
と
を
も
っ
て
領
得
意
思
に
よ
る
行
為
と
す
る
も
の
と
し
て
、
東
京
高
判
昭
和
五
六
年
一
二
月
二
四
日
高
刑
集
三
四
巻
四
号
四
六
一
頁
。
自
己
の
た
め
に
文
書
の
占
有
を
持
続
す
る
こ
と
は
隠
匿
・
抑
留
の
た
め
で
あ
っ
て
も
横
領
行
為
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
大
判
大
正
四
年
二
月
一
〇
日
刑
録
二
一
輯
九
四
頁
。
横
領
罪
で
は
、
窃
盗
罪
と
異
な
り
、
所
有
者
に
占
有
が
な
い
が
、
占
有
者
は
所
有
者
の
意
思
に
従
属
し
、
つ
ま
り
、
所
有
者
の
随
時
の
物
の
利
用
可
能
性
を
保
持
す
る
限
り
で
物
を
支
配
し
て
い
る
。
こ
の
支
配
を
超
え
る
とE
n
teig
n
u
n
g
が
生
じ
、
同
時
にA
n
eig
n
u
n
g
の
側
面
を
満
た
す
場
合
に
領
得
と
な
る
。
毀
棄
・
隠
匿
は
原
則
と
し
てA
n
eig
n
u
n
g
を
満
た
さ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
はA
n
eig
n
u
n
g
は
、
右
の
大
判
大
正
二
年
一
二
月
一
六
日
の
事
例
で
は
、
市
役
所
外
に
帯
出
し
て
公
文
書
を
自
由
に
処
分
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
に
求
め
る
以
外
に
は
無
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
本
文
に
述
べ
る
よ
う
に
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
57
）
最
決
昭
和
三
七
年
六
月
二
六
日
裁
判
集
一
四
三
号
二
〇
一
頁
。
木
村
判
事
は
、
本
判
決
は
「
何
ら
か
の
利
得
を
得
る
」
た
め
の
利
用
・
処
分
意
思
で
足
り
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
木
村
・
前
掲
論
文
四
〇
二
頁
。
し
か
し
、
そ
の
様
な
利
得
を
得
る
意
思
の
認
定
は
必
要
が
無
い
様
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
所
有
権
犯
罪
を
利
得
犯
罪
化
す
る
と
い
う
意
味
で
、
妥
当
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
58
）
G
ru
n
w
a
ld
,
a
.a
.O
.,
S
. 524
A
n
m
42
;
T
en
ck
h
o
ff,
a
.a
.O
.,
Ju
s
1980,
S
. 723
f.;
U
lsem
a
n
n
,
a
.a
.O
.,
Ju
ra
1979,
S
. 169,
S
. 173.
59
）
P
a
u
lu
s,
D
er stra
frech
tlich
e B
eg
riff d
er S
a
ch
en
tzieh
u
n
g
,
1968,
S
. 113
はA
n
eig
n
u
n
g
が
な
い
と
す
る
。
こ
れ
と
同
様
の
見
解
と
し
て
、S
ch
o
en
k
e
-S
ch
ro
ed
er
(E
ser ),
S
tra
fg
esetzb
u
ch
,
27.
A
u
fl.,
2006,
242
R
n
55.
60
）
K
G
 
B
erlin
1997.
05.
14
Ju
ris.
61
）
R
G
S
t.
35,
355.
但
し
、
事
案
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
62
）
B
G
H
S
t.
N
JW
1977,
1460.
63
）
東
京
高
判
昭
和
三
九
年
三
月
二
日
東
京
高
裁
判
決
時
報
（
刑
事
）
一
五
巻
三
号
二
七
頁
。
大
判
大
正
五
年
一
月
一
七
日
刑
録
二
二
輯
一
頁
。
64
）
東
京
高
判
平
成
一
二
年
五
月
一
五
日
判
時
一
七
四
一
号
一
五
七
頁
。
65
）
東
京
高
判
平
成
一
二
年
五
月
一
五
日
判
時
一
七
四
一
号
一
五
七
頁
。
66
）
東
京
地
判
昭
和
六
二
年
一
〇
月
六
日
判
時
一
二
五
九
号
一
三
七
頁
。
67
）
こ
の
意
味
で
、
山
口
教
授
が
、
最
低
限
度
、
物
自
体
に
つ
い
て
将
来
に
お
け
る
利
用
の
可
能
性
を
留
保
す
る
意
思
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
や
や
狭
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
口
・
前
掲
論
文
一
三
五
頁
参
照
。
68
）
マ
イ
ヴ
ァ
ル
ト
は
暖
を
取
る
た
め
に
財
物
を
燃
や
す
場
合
に
つ
い
て
、
領
得
を
認
め
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
動
機
の
み
に
よ
っ
て
器
物
損
壊
罪
と
窃
盗
罪
を
区
別
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
く
、
窃
盗
罪
と
す
る
に
は
一
定
の
類
型
化
さ
れ
た
物
の
利
用
可
能
性
を
得
よ
う
と
す
る
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
が
必
要
で
あ
る
と
も
さ
れ
る
。
M
a
iw
a
ld
,
a
.a
.O
.,
S
. 270
ff.
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五
詐
欺
罪
と
不
法
領
得
の
意
思
ド
イ
ツ
刑
法
二
六
三
条
の
詐
欺
罪
は
利
得
犯
罪
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
で
は
、
詐
欺
罪
は
強
盗
罪
等
と
同
様
の
規
定
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
窃
盗
罪
及
び
強
盗
罪
は
所
有
権
犯
罪
で
あ
り
、
詐
欺
罪
も
所
有
権
犯
罪
と
し
て
、
不
法
領
得
の
意
思
を
必
要
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
刑
法
の
解
釈
と
し
て
も
、
詐
欺
罪
は
利
得
犯
罪
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
69
）
あ
る
。
そ
の
主
た
る
根
拠
は
、
二
項
詐
欺
罪
の
客
体
が
物
権
、
債
権
そ
の
他
の
財
産
上
の
権
利
、
利
益
の
一
つ
に
限
ら
ず
、
い
ず
れ
で
も
よ
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
同
様
の
規
定
の
構
造
を
も
つ
強
盗
罪
等
も
ま
た
利
得
犯
罪
と
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
刑
法
二
五
六
条
一
項
は
盗
品
等
に
関
す
る
罪
の
客
体
を
「
領
得
さ
れ
た
物
」
と
規
定
し
て
い
る
。
詐
欺
罪
を
領
得
犯
罪
と
解
さ
な
い
場
合
に
は
、
一
項
詐
欺
罪
の
客
体
で
あ
る
財
物
は
、
盗
品
等
に
関
す
る
犯
罪
の
客
体
と
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
盗
品
等
の
有
償
譲
り
受
け
等
は
窃
盗
さ
れ
た
財
物
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
が
、
詐
取
さ
れ
た
財
物
を
全
く
本
罪
の
客
体
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
妥
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
詐
欺
罪
も
領
得
犯
罪
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
領
得
意
思
な
く
財
物
を
交
付
さ
せ
て
も
詐
欺
罪
で
は
二
項
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
不
法
領
得
の
意
思
を
要
求
し
て
も
実
益
に
欠
け
る
と
の
見
解
も
70
）
あ
る
。
し
か
し
、
二
項
も
客
体
を
異
に
す
る
だ
け
で
所
有
権
犯
罪
で
あ
り
、
領
得
意
思
を
必
要
と
す
る
と
考
え
ら
71
）
れ
る
。
財
産
を
移
転
す
る
が
自
分
の
も
の
に
す
る
意
思
が
な
く
、
単
に
債
権
行
使
を
妨
害
す
る
目
的
で
債
権
を
取
得
す
る
場
合
は
領
得
意
思
が
な
い
こ
と
に
72
）
な
る
。
ま
た
、
財
産
を
移
転
し
な
が
ら
領
得
目
的
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
様
の
こ
と
は
財
物
に
も
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
財
物
の
占
有
を
移
転
し
な
が
ら
領
得
目
的
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
批
判
は
、
財
物
に
つ
い
て
も
財
物
の
占
有
の
移
転
と
財
物
を
自
分
の
物
に
す
る
領
得
は
実
質
的
に
重
な
る
、
と
の
見
解
に
つ
な
が
り
う
る
も
の
で
73
）
あ
る
。
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二
項
詐
欺
に
つ
い
て
も
所
有
権
犯
罪
と
し
て
領
得
意
思
を
必
要
と
す
る
と
解
し
た
場
合
に
は
、
領
得
の
内
容
と
し
て
、
全
く
同
一
の
財
産
的
利
益
が
移
転
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
厳
密
に
言
え
ばA
n
eig
n
u
n
g
とE
n
teig
n
u
n
g
が
表
裏
の
関
係
に
あ
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
こ
と
に
74
）
な
る
。
債
務
者
が
借
用
証
書
等
を
破
棄
す
る
目
的
で
債
権
者
か
ら
詐
取
す
る
場
合
に
は
、
一
項
詐
欺
罪
と
し
て
は
財
物
に
対
す
る
不
法
領
得
の
意
思
が
認
め
ら
れ
ず
一
項
詐
欺
罪
の
成
立
は
否
定
さ
れ
る
が
、
借
用
証
書
以
外
に
債
権
債
務
関
係
の
証
明
が
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
債
務
者
が
獲
得
し
た
の
と
同
一
の
利
益
を
債
権
者
は
失
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
行
為
者
の
目
的
、
不
法
領
得
の
意
思
が
及
ん
で
い
た
の
で
あ
れ
ば
二
項
詐
欺
罪
の
成
立
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
支
払
督
促
正
本
の
事
例
に
お
い
て
も
、
仮
執
行
宣
言
付
支
払
督
促
正
本
の
毀
棄
目
的
で
の
詐
取
に
つ
い
て
は
、
叔
父
は
強
制
執
行
を
受
け
、
六
〇
〇
〇
万
余
を
失
い
か
ね
な
い
地
位
に
立
ち
、
行
為
者
は
強
制
執
行
に
よ
っ
て
六
〇
〇
〇
万
円
余
を
獲
得
で
き
る
地
位
に
立
つ
と
い
う
意
味
で
、
同
一
の
利
益
の
移
転
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
75
）
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
利
益
の
移
転
を
も
た
ら
す
処
分
行
為
が
本
件
で
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
、
郵
便
局
員
に
は
被
害
者
で
あ
る
叔
父
の
財
産
を
処
分
す
る
権
限
が
な
い
か
ら
で
76
）
あ
る
。
69
）
松
宮
・
前
掲
論
文
・
立
命
館
法
学
二
九
二
号
三
一
〇
頁
。
70
）
団
藤
重
光
・
前
掲
書
六
一
〇
頁
。
71
）
林
幹
人
・
前
掲
論
文
二
三
頁
。
72
）
山
口
教
授
は
、
Ａ
が
Ｂ
を
欺
し
、
Ｂ
の
Ｃ
に
対
す
る
金
銭
債
権
を
Ａ
に
譲
渡
さ
せ
る
が
、
Ａ
は
Ｃ
に
対
す
る
債
権
行
使
の
意
思
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
Ｂ
を
害
す
る
意
図
で
あ
っ
た
場
合
を
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
山
口
・
前
掲
論
文
一
三
六
頁
。
73
）
拙
稿
・
前
掲
「
窃
盗
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
は
こ
の
よ
う
見
地
か
ら
、
窃
盗
罪
に
お
い
て
奪
取
と
領
得
が
重
な
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
最
近
、
ド
イ
ツ
で
、
領
得
と
器
物
損
壊
の
競
合
を
認
め
る
見
解
と
し
て
、W
a
lla
u
,
a
.a
.O
.,
S
. 254
ff.
他
人
の
物
が
自
己
の
目
的
達
成
の
邪
魔
に
な
る
の
で
壊
す
場
合
の
よ
う
に
、
器
物
損
壊
も
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
え
る
こ
と
、
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
な
い
第
三
者
領
得
も
窃
盗
罪
と
さ
れ
る
こ
と
、
バ
ン
ダ
リ
ズ
ム
を
重
い
刑
で
予
防
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
行
為
者
動
機
に
よ
っ
て
行
為
不
法
を
決
定
す
る
こ
と
は
行
為
原
理
に
反
す
る
こ
と
等
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。V
g
l.,
R
u
d
o
lp
h
i,
H
o
rn
,
S
a
m
so
n
(S
a
m
so
n
),
S
y
stim
a
tisch
er K
o
m
m
en
ta
r zu
m
 
S
tra
fg
esetzb
u
ch
,
B
.T
,
4.
A
u
fl.,
Ju
li
1990,
242
R
n
76.
74
）
山
口
厚
・
刑
法
各
論
（
補
訂
版
・
二
〇
〇
五
年
）
二
六
二
頁
は
、
交
付
さ
れ
喪
失
し
た
も
の
と
取
得
し
た
も
の
と
の
同
一
性
を
要
求
さ
れ
る
。
詐
欺
罪
を
利
得
犯
罪
と
解
し
た
場
合
に
は
、
債
務
者
が
債
権
者
を
欺
し
て
借
用
証
書
を
交
付
さ
せ
る
場
合
、
債
権
者
の
借
用
証
書
の
交
付
と
い
う
一
つ
の
処
分
行
為
に
よ
っ
て
、
対
応
関
係
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に
あ
る
債
権
の
不
行
使
（
損
害
）
と
債
務
の
免
脱
（
利
得
）
が
発
生
し
た
こ
と
で
足
り
る
こ
と
に
な
る
。
松
宮
・
前
掲
論
文
・
立
命
館
法
学
二
九
二
号
三
一
三
頁
。
こ
の
こ
と
は
、
財
物
の
詐
取
が
あ
る
が
、
実
質
的
な
財
産
的
損
害
は
財
物
の
喪
失
以
外
の
点
に
あ
る
場
合
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
但
し
、
行
為
者
の
認
識
と
し
て
は
、
一
項
詐
欺
罪
と
二
項
詐
欺
罪
の
客
体
の
双
方
に
つ
い
て
領
得
意
思
を
認
め
え
る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
実
際
上
は
あ
ま
り
問
題
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
75
）
本
件
で
、
二
項
の
客
体
の
存
在
を
認
め
る
見
解
と
し
て
、
林
幹
人
・
前
掲
論
文
二
三
頁
。
76
）
詐
欺
罪
を
利
得
犯
罪
と
す
る
見
解
か
ら
は
、
本
件
で
は
債
務
名
義
の
取
得
と
い
う
利
得
と
郵
便
局
員
の
正
本
の
交
付
と
い
う
損
害
が
対
応
関
係
に
な
く
、
二
項
詐
欺
罪
が
否
定
さ
れ
る
。
松
宮
・
前
掲
論
文
・
立
命
館
法
学
二
九
二
号
三
一
三
、
三
一
四
頁
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
郵
便
局
員
の
正
本
交
付
行
為
後
に
、
債
務
名
義
取
得
ま
で
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
者
の
行
為
を
な
お
必
要
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
処
分
行
為
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
趣
旨
と
思
わ
れ
る
。
結
語
本
稿
で
は
、
窃
盗
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
意
思
は
財
物
自
体
の
領
得
に
向
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
毀
棄
意
思
で
の
奪
取
が
何
ら
か
の
経
済
的
利
益
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
の
で
は
足
り
な
い
と
し
た
。
こ
れ
は
、
窃
盗
罪
を
利
得
犯
罪
化
し
な
い
よ
う
に
、
窃
盗
罪
の
所
有
権
犯
罪
、
領
得
犯
罪
と
し
て
の
性
質
を
厳
格
に
守
ろ
う
と
す
る
こ
と
の
帰
結
で
あ
る
。
詐
欺
罪
に
つ
い
て
も
領
得
犯
罪
と
し
て
、
同
様
の
こ
と
が
妥
当
す
る
。
ま
た
、
詐
欺
罪
で
は
一
項
に
お
い
て
財
物
を
客
体
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
二
項
に
お
い
て
利
益
を
も
客
体
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
詐
欺
罪
の
利
得
犯
罪
化
へ
の
懸
念
の
他
に
、
一
項
詐
欺
と
二
項
詐
欺
の
客
体
の
厳
密
な
区
別
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
財
物
の
毀
棄
意
思
で
の
詐
取
の
場
合
に
、
何
ら
か
の
経
済
的
利
益
を
獲
得
す
る
目
的
、
あ
る
い
は
二
項
詐
欺
罪
の
利
益
を
獲
得
す
る
目
的
は
財
物
に
つ
い
て
の
不
法
領
得
の
意
思
に
は
足
り
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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